
平成３０年度 （様式１）
練馬区立練馬中学校

学力向上を図るための全体計画

＜都教育目標＞ ＜学校教育目標＞ ＜響きのステージ＞

子供たちが､知性､感性､道 豊かな心を育て心が通い合
徳心や体力をはぐくみ､人間性 「不惜精進」 う学校
豊かに成長することを願う｡ ～自主・勤勉・共生～

＜学びのステージ＞
＜区教育目標＞ ○自分で考え、判断し、行動でき

る人 学力の定着を図り学ぶ喜び
人間尊重の精神を基調とし､ ○何事にも真面目で、一生懸命 のある学校

学校・家庭。地域社会との緊密 取り組む人
な連携のもとに､心身ともに健 ○互いを認め、助け合って生き ＜チャレンジのステージ＞
康で知性と感性に富み､人間 ることのできる人
性豊かな子どもの育成を図る｡ 一人一人が生き生きと輝く

学校

＜地域のステージ＞
学校経営方針 （学力向上に関わる要点）

保護者・地域から信頼され
わかる、もっと学びたくなる学校 愛される学校

・学ぶ意義の明確な目標と段階的指導の工夫
・ＩＣＴを活用した、効果的指導やわかりやすい板書
・主体的、対話的な深い学びによる授業展開の工夫
・授業アンケートと学力調査分析の実施と活用
・ｶﾘｷｭﾗﾑﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄを意識した指導計画の作成

各教科の指導の重点 道徳教育の指導の重点
本校における「確かな学力」

基礎的・基本的な内容の定着を 全教育活動を通じていじめや偏
図り、柔軟な思考力や豊かな創造 本校では、学習指導要領に 見のない、互いの人権を尊重しあう
力、表現力を育成する。 示された基礎・基本を重視し、 生徒を育成する。

次の力を確実に付けさせる。
・基礎的知識および技能
・課題解決能力

総合的な学習の時間の指導の重点 ・思考力・判断力・表現力 特別活動の指導の重点
・学習に取り組む意欲

生き方指導を中心に体験学習を 生徒の自主性および実践的態度
行わせ、創造的な学習へと発展さ を育て、自他を認め、互いに協力し
せる。 活動できる能力を培う。

キャリア教育の指導の重点 生活指導の指導の重点

生徒が主体的に進路選択できるようにす 教師と生徒の信頼関係を築き、問題行動・
る。そのために望ましい勤労観や職業観を身 いじめ・不登校の未然防止および早期対応を
に付けさせる。 徹底し、落ち着いて学習に取り組める環境を

作る。（いじめ対策委員会を毎週開催）

本校の授業改善に向けた視点

指導内容と指 教育課程編 評価活動の工夫 校内における研 小中一貫教育の取 家庭や地域社会
導方法の工夫 成上の工夫 究や研修の工夫 組と授業への工夫 との連携の工夫

興味・関心を ２・３学年での コンピュータ 小中一貫教育 中学校区別協議 家庭学習の時
もたせるため、 朝学習（１単位 による成績の一 で３教科の課題 会を年２回行い、 間を、 １年１時
電子黒板・コン 時間の弾力的運 元管理を行い、 改善カリキュラ 授業参観と小中一 間、２年２時間、
ピュータなど ICT 用）や、長期休 評価の精度の向 ムを活用し、授 貫教育についての ３年３時間を目
を活用する。 業中の補充教室 上を図る。保護 業力向上を図 教職員の共通理解 標にし、計画的
東京方式によ を活用し、学び 者・学校評議員 る。 を図る。 に課題を出す。

る２学級３展開 の継続性を重視 による教育活動 独自の学力調 実践校として研 学習の取組に
の授業で意欲を した編成を行う。 の外部評価を取 査 を毎年実施 究授業を小中で行 ついての三者面
高める。（英語・ 定期考査を学 り入れ、改善を し、指導法の改 い、児童・生徒の 談を実施する。
数学） 習の意識付に活 行う。 善、生徒の学習 指導内容と指導法

用し、年５回実 法の改善にいか を授業で共有す
施する。 す。 る。


